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■ご関心のある方は以下のフォームにご記入の上、EメールもしくはFAXでご送付願います。

●ご記入いただきました個人情報は、当社の「個人情報保護方針」及び「個人情報の取り扱いについて」
（https://www.murc.jp/corporate/privacy）に従って適切に取り扱います。
●ご記入いただきました個人情報は、本講座の連絡および、当社セミナー・サービス等のご案内のために利用させて頂きます。
また、利用目的の範囲内において、当社以外の第三者に個人情報の取り扱いを委託することがあります。
●ご記入内容について、内容確認のご連絡をさせて頂くことがあります。
●お預かりしている個人情報の開示、削除等のお申し出、その他お問い合せにつきましては、上記お問合せ先までご連絡ください。
●反社会的勢力と判明した場合には、本講座へのご参加をお断り致します。
●諸事情を考慮のうえ、本講座へのご参加をお断りさせて頂くことがあります。
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2020年度「ビジネススクール」お問合せフォーム

■開催概要

対象者

定　員

参加費

上場企業（もしくはそれに準ずる企業）
の部長・副部長・次長クラス

東京校・大阪校 各校20名程度

902,000円（内消費税82,000円）
※教材費､合宿費、懇親会費、昼食代を含む

開催
期間

会 場

開講日　２０２０年８月２２日（土）
修了日　２０２１年２月２７日（土）
原則隔週土曜日　9:30～17:30
※一部別時間帯。詳細はスケジュール参照

東京校・大阪校
弊社セミナー室　
※東京校・大阪校間の振替受講も可能

会場・お問合せ先

■お申込み注意事項

■お問合せから、お申込までの流れ

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 人財開発事業部

〒105-8501
東京都港区虎ノ門5-11-2
オランダヒルズ森タワー24F
TEL ： 03-6733-1059
FAX ： 03-6733-1067
Eメール ： bizs@murc.jp
●東京メトロ日比谷線「神谷町駅」１番出口より徒歩２分

担当：伊藤・棚網東京校
〒530-8213
大阪市北区梅田2-5-25
ハービスOSAKAオフィスタワー19F
TEL ： 06-7637-1410
FAX ： 06-7637-1409
Eメール ： bizs-osk@murc.jp
●JR「大阪駅」桜橋口より徒歩約6分
●阪神「大阪梅田駅」西改札より徒歩約6分
●地下鉄四つ橋線「西梅田駅」北改札より徒歩約6分

担当：三好・古谷大阪校

【 振 替 受 講 】 各開催日にやむなく欠席される場合には、事前にお知らせ頂ければ、東京受講生が大阪会場で
参加したり、その逆での参加も可能です。

【  そ の  他  】講座運営に支障が生じると判断される場合には、ご参加をお断りする場合がございますので、
予めご了承ください。記載内容は2019年12月時点のものです。今後変更となる可能性がございます。
ご不明な点は下記お問合せ先までご照会ください。 

お問合せフォームを
EメールもしくはFAX

お問合せフォーム受付後
担当よりご連絡 お申込手続

■自社課題探究指導メンター

■2019年度参加企業実績

■派遣責任者の声

■受講生区分

■受講生の声

■自社課題探究　これまでの研究テーマ

ビジネススクールには部長クラスを中心に若手の次世代幹部候補を参加させ
ています。自らの課題を再認識する良い機会であり、グループワークを通じて参
加者の方と交流を深めることも出来ます。同じ研修を継続的に受講することで
社内に共通の考え方や認識が醸成できればと期待しています。（A社）

ビジネス環境が変化していく中、次世代リーダー育成は重要な課題であり、経営戦略
面での中核的存在となる人財育成が必要です。本スクールは、自社課題・戦略を具
体的に探究し、メンターのサポートを通じて高度なスキル向上に繋がると確信してい
ます。また、異業種交流をすることで多くのことを学べる場と考えてます。（B社）

異業種の受講者との自社課題探求は驚きの連続でした。様々なバックグラウン
ドと経験に基づくご指摘にはハッとさせられることが多く、刺激を受けると共に
貴重な学びを得られました。自分や自社の殻を破り、開かれた視点や視座を与え
てくれる本スクールは大変有益でした。受講生との交流は今後も続けていきた
いと考えております。（E社）

様々な業界から集まる受講生との討議やグループワーク、自社課題探究を通じ
て自社の置かれた環境や今後やるべき課題につき全体を俯瞰しながら見つめ
直す事が出来た。本スクールで学んだ考え方や手法、判断基準は、いわば経営
思考・判断の貴重な疑似体験であり、ビジネスで様々な判断が求められる際の
大きな指針となっている。（F社）

受講者が経営リーダーとしての視野を広げること、異業種交流ならではの気づ
きを得ることを目的として参加しています。他社のトップ人材と研鑽し合いなが
ら自社研究を深めていくため、非常にタフな内容ですが、受講者にとっては、あら
ためて自分らしいリーダーシップとは何かを見つめなおす貴重な機会となって
います。（C社）

当社では2004年度より毎年、経営幹部候補を複数名派遣し、経営戦略構築力
及び課題解決力向上の他、マネジメント能力を研鑽する機会としています。受講
生からは、議論を通じてOUTPUTを出すプロセスが勉強になった、研究を通じ
て様々な分析・アイデアを共有できた、異業種の新たな仲間と生涯にわたる絆
を築くことが出来た、等の感想を受けています。多くの受講生が経営層となり期
待通りの成果に繋がっています。（D社）

横浜市立大学 
理事・副学長 教授
中條 祐介氏

ミドルマネジメントとし
て経験を積まれた皆さ
んが、ミドルを超えた存
在となるためには、経営
知識を使える知恵へ展
開する作業が不可欠で
す。この作業が自社課
題探究でありメンター
としてサポートさせて
いただきます。

マネージャーからリー
ダーへ自己革新するた
め、社内外に公私を融
合したネットワークを構
築するため、自社ひいて
は日本企業の競争力に
磨きをかけるために、
深く広く議論しましょう。
ご一緒できることを楽し
みにしています。

自社の経営課題、戦略
を改めて考えること
で、日頃悩んでいたこ
とについて俯瞰的に捉
え、少し高い視座から
仕事をすることができ
るようになります。共に
議論し、いい答えを出
せたらと考えています。

略歴
一橋大学大学院博士後期課程単位修得退学後、横浜市立
大学専任講師、助教授、教授を経て、2014年4月より国際
総合科学部長。2019年4月より理事・副学長。この間、日本
会計研究学会理事、日本IR学会副会長、東証、財務会計基準
機構、総務省などで制度設計にかかわる一方、公認会計士
試験、日本証券アナリスト検定試験の試験委員を歴任。著書
に『連結会計とグループ経営』、『会計学の手法』（ともに中央
経済社）など。

一橋大学
大学院 経営管理研究科 教授
野間 幹晴氏

略歴
一橋大学商学研究科博士後期課程修了、博士（商学）取得。横浜市
立大学商学部を経て、2004年より一橋大学国際企業戦略研究科
助教授、2007年より同准教授、2018年より一橋大学大学院経営
管理研究科准教授、2019年より現職。2010年から11年まで
コロンビア大学ビジネススクールフルブライト研究員。バンダイ
ナムコホールディングス社外取締役、すてきナイスグループ社外
監査役。著書に『コーポレート・ファイナンス入門』（共著、共立出版）、
『日本企業のバリュエーション』（共著、中央経済社）など多数。

慶應義塾大学 大学院政策メディア研究科 特任教授 
株式会社横田アソシエイツ 代表取締役
横田 浩一氏

略歴
早稲田大学卒業、日本経済新聞社を経て2011年より横田アソシエ
イツ代表取締役。2015年より慶應義塾大学特任教授。岩手県釜石市
アドバイザー企業のブランディング、マーケティング、イノベーション、
ＨＲＭ分野などのコンサルティングや社員教育と共に、SDGsや地方
創生に携わる。共著に『デジタル・ワークシフト～マーケティングを
変えるキーワード30』『明日はビジョンで拓かれる：長期経営計画と
マーケティング』『愛される会社の作り方』『ソーシャル・インパクト～
ＣＳＶ（価値共有）が企業・ビジネス・働き方を変える』など多数。

M&Aによる事業拡大（その方法と組織運営について）
有効な経営目標としての「中期経営計画のあり方」について

コーポレートブランド向上の施策
販売チャネルの脆弱性を踏まえた今後の方向性の検討

企業価値を向上させる人材育成について
新規事業開発に向けたグループ組織戦略とイノベーションの創出

製造業

サービス業
製造業

サービス業

サービス業

製造業

■自社課題探究の流れ

自社課題探究　仮テーマを
グループ内で発表し、検討
※初回はグループ内発表、
　2回目以降はグループ発表と
　個人発表を選択

自社課題探究　
メンターとの面談
※おひとり様50分程度

自社課題探究　
メンター向け最終
プレゼンテーション

自社課題探究　
自社内発表実施
3月末日まで

■ 自社内発表実施
「報告書」を事務局に提出
■ メンター講評を
フィードバック

経営戦略

マーケティング戦略

組織・人事戦略

1回 2～3回 4回 ～３月末 ～4月末

分　野 業　種 研究テーマ

参加者層別 年齢別業種別 情報通信・サービス  5%

商社
18%

運輸業
12%

金融
18%

電気・機械
21%

その他  4%

化学・繊維
15%

その他  4%

次長・課長
39%

副部長・室長
6%

役員・部長
51%

52歳以上
14%

48歳～51歳
38%

44歳～47歳
31%

40歳～43歳
14%

40歳未満  3%

（出所）過去3年間の
　　　実績より当社作成

建設・不動産  7%

岩谷産業（株）、岩崎通信機（株）、SGホールディングス（株）、京都機械工具（株）、近鉄グループホールディングス（株）、（株）クラレ、サンワテクノス（株）、積水ハウス（株）、
双日（株）、象印マホービン（株）、（株）髙島屋、帝人フロンティア（株）、東京海上日動火災保険（株）、東洋電機製造（株）、戸田建設（株）、阪急阪神ホールディングス（株）、
日立造船（株）、丸全昭和運輸（株）、三菱UFJニコス（株）、（株）三菱UFJ銀行、（株）メタルワン、ユニチカ（株）
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実 践実 践 自社課題探究

A 案



２０20年度　ビジネススクール２０20年度　ビジネススクール
講義と自社課題探究の同時進行　経営課題の克服に向けて　
構想力・洞察力・遂行力を高める　次世代幹部育成スクール
講義と自社課題探究の同時進行　経営課題の克服に向けて　
構想力・洞察力・遂行力を高める　次世代幹部育成スクール

■主任講師

競争戦略

MBA系知識習得

マーケティング戦略

財務戦略

コーポレートファイナンス

組織人事戦略Ⅰ
（人材マネジメント）

組織人事戦略Ⅱ
（グローバルリーダーシップ）

企業価値を創造する経営

経営的視座と俯瞰力強化

講義と企業研究
の同時進行で
構想力・遂行力
を高める

コーポレートブランド経営

経営改革とリーダーシップ

事業リスクマネジメント

AI時代のイノベーション発想法

ＡＩの進化とリベラルアーツの重要性

講義で培った知見を
自社の課題解決に向けて、
深掘りしていきます

指導

■メンターによる作成指導
約50分/人、合計4回

　■受講生6～7名につき
メンター1名が担当

　■スクール期間中、
個別指導も実施

　■レポートへのメンター講評も
　フィードバック

■講義風景

1951年、千葉県生まれ。1980年3月一橋大学大学院博士課程修了、2015年4月より現職。セブン＆アイ・ホールディングス、東レ、小林製薬など数多くの社外取締役
を兼任。日本IR学会会長、SDGs経営／ESG投資研究会座長、TCFDコンソーシアム会長、東京証券取引所・企業価値向上表彰審査委員会座長、日本取締役協会
「ガバナンス・オブザ・イヤー」選考委員会委員等の役職も多数。著書に『危機を超える経営』、『新・企業価値評価』『新・現代会計入門』第3版、『次世代リーダー育成
塾 経営の作法』（共編著、以上 日本経済新聞出版社）など多数。

スクールの
特徴

一橋大学CFO教育研究センター 
センター長 特任教授
伊藤 邦雄氏

2020年度 ビジネススクール スケジュール

一橋大学ＣＦＯ教育研究センター センター長 特任教授 伊藤 邦雄氏
ご受講にあたっての心構え

一橋大学CFO教育研究センター センター長 特任教授 伊藤 邦雄氏
1

2

3

5
・
6

4

7

8

8/22（土）
10:45~18:30
【開講式】

【開講パーティー】
於：東京セミナー会場

9:30～17:30
8/29（土） 9/5（土）

中央大学 大学院戦略経営研究科 教授 犬飼 知徳氏

講  師

一橋大学CFO教育研究センター 
センター長 特任教授 伊藤 邦雄氏講  師

一橋大学CFO教育研究センター 
センター長 特任教授 伊藤 邦雄氏講  師

講  師

講  師

ねらい

ねらい

主な内容

主な内容

テーマ

ねらい

主な内容

テーマ

テーマ

企業価値を創造する経営　～ガバナンス改革の深化と広がり～基調講演

講  師
○自社課題探究のねらいとスケジュール説明　○グループ内意見交換と課題テーマの検討

東  京 大  阪

東  京 大  阪

16：45～19:30

9:30～17：30（※）

9:00～16：30

9:30～17：30

9/12
（土）

9/26
（土）

東  京 大  阪
講  師

○マーケティングの基礎概念：STPと４P　○需要創造、競争戦略のフレームワーク
○カテゴリー創造と「ブルーオーシャン戦略」　○ブランド構築と関係性マーケティング
○ケース・メソッドによる討議とまとめ

学習院大学 経済学部経営学科 教授 青木 幸弘氏

10/3（土）10/10（土）
東  京 大  阪

講  師 東京工業大学 教授 
リベラルアーツ研究教育院長

11/7（土）11/14（土）
東  京 大  阪

自社課題探究Ⅰ

競争戦略

マーケティング戦略

○事前課題：ケース教材　○エクササイズ：経営戦略の３つの思考法
○ワークショップ：自社の事業を題材に考える

主な内容 〇ガバナンス改革は「形式」から「実質」へ　○「伊藤レポート」が訴えたこと
〇ガバナンス改革とは何なのか　〇なぜ、ESG、SDGｓなのか　○企業経営における最大級の課題とは

「売れる仕組み」としてのマーケティングの基礎概念や戦略策定の視点・枠組を理解した上で、
「売れ続ける仕掛け」としてのブランド構築や関係性マーケティングについて、ケース・メソッドを用い検討

企業を取り巻く環境は不確実かつ高速で変化しており、単一の競争優位を長期的に持続するのは難しくなって
きている。この状況では、従来の経営戦略フレームワークによる分析だけでは不十分であり、よりプロアクティブ
な戦略思考が必要となってくる。それこそが、このセッションで学ぶ「メカニズム解明法」である。このセッション
では、エクササイズやワークショップを通じて、実際に使える知識として「メカニズム解明法」を身につけていく

ねらい

ねらい

テーマ1 ＡＩの進化とリベラルアーツの重要性

主な内容

テーマ2

○ゴールデントライアングルとは　○企業価値の決定因子が変わった
○無形資産の代表としてのコーポレートブランド　○社員が沸き立つ経営とは
○「連結環」としてのコーポレートガバナンス

コーポレートブランド 経営

企業価値の持続的成長が経営の中心的テーマとなっている。その企業価値の決定因子がいま大きく
変わり、有形資産から無形資産へと移行している。中でもコーポレートブランドはその中心的なもので
あり、それを高揚させることが社員のモチベーションを高める

いま日本企業のガバナンスは大きな変革期に差し掛っている。その変革の大きな流れを理解する。
ガバナンス改革において、企業価値を創造する経営とは？自社の立ち位置を確認し、どのように変
革すればよいのかを考えるきっかけとヒントを体感する

ねらい

主な内容

テーマ3

○企業はなぜサイロ化するのか　○部分最適をどう克服するか　○「マネージャー」とは異なる「リーダー」とは
○人財は戦略に従う　○求められる「統合型プロデューサー」とは

経営改革とリーダーシップ
日本企業は組織の部分最適化（サイロ化）が深刻化し、組織間の連携や協働が阻害されている。なぜそう
したサイロ化が起こるのか、それを克服するためにどのように経営変革を実行するのか。今後の経営に
望まれる人財像を提示する

（東京）弊社コーポレートアドバイザリー部 シニアコンサルタント込山 大介
（大阪）弊社経営戦略部 シニアコンサルタント中森 崇

講  師

主な内容

テーマ

○キャッシュフローの重要性とキャッシュフロー・マネジメント　○企業価値の考え方、計算方法、価値向上のポイント
○経営意思決定と財務諸表（特にキャッシュフロー）への影響

財務戦略

大阪市立大学大学院 
経営学研究科 教授 宮川 壽夫氏

上田 紀行氏

講  師

ねらい

主な内容

テーマ

〇コーポレートファイナンスの思考回路　〇企業価値とはなにか　〇資本コストという考え方　
〇企業価値の算定プロセス　〇企業価値と経営戦略のリンク
〇自社のエクイティシナリオ構成（ワークショップ）

コーポレートファイナンス
コーポレートファイナンスの基本的理論を身につけるとともに、実際の企業価値算定プロセスを体得
する。これらの知識を実際に自社にあてはめ、自社の企業価値拡大シナリオを検討する。そのための論理
構成とノウハウを学び、企業価値という概念の合理性を正確に知るとともに、限界について考える

横浜市立大学 
 理事・副学長 教授
中條 祐介氏

一橋大学 
大学院経営管理研究科 教授
野間 幹晴氏

慶應義塾大学 大学院政策メディア研究科 特任教授 
株式会社横田アソシエイツ 代表取締役
横田 浩一氏

10/16～10/17（金・土）
【東西合同合宿】
於：大阪市内
セミナーハウス
クロスウェーブ梅田

東  京 大  阪

東京校開催日 自社課題探究実施日

ねらい キャッシュフローの重要性を再確認した上で、ビジネスゲームにより事業戦略立案や投資意思決定を
実践することを通じて、企業価値の考え方や企業価値向上のポイントを学ぶ

未定
15

9

10

12

11

2021年
2/27（土）

11：00～19：30
【修了式】【修了パーティー】
於：東京セミナー会場

ERM経営研究所LLC CEO プロティビティLLC 会長 前日本内部統制研究学会 会長
神林 比洋雄氏

最終講義

講  師

講  師ねらい

主な内容

主な内容

テーマ

講  師

講  義

自社課題探究のメンター宛第1次プレゼンテーション（おひとり50分程度）

東  京 大  阪

自社課題探究Ⅱ

事業リスクマネジメント

○激変する経営環境と新たなリスクへの対処　○攻めと守りのリスク管理と内部統制の構築
○企業価値に不確実な影響を与えるリスクの特定　○リスク（不確実性）の効果的な評価
○リスク管理・内部統制の成熟度を高める

激変する経営環境において、戦略の策定・実現に貢献するリスク管理及び内部統制の重要性が高
まっている。制度的要請やステークホルダーの期待に応え、戦略の実現を支援するリスク管理及び内部
統制の在り方を議論

弊社組織人事戦略部長講  師

ねらい

主な内容

テーマ

12/12（土）12/19（土）
東  京 大  阪

組織人事戦略Ⅰ
～人材マネジメント（戦略的人的資源管理）

主な内容 自社課題探究のメンター宛第２次プレゼンテーション
（おひとり50分程度）自社課題探究Ⅲ

2021年
1/16（土）

2021年
1/23（土）

東  京 大  阪

主な内容 自社課題探究のメンター宛第3次プレゼンテーション（おひとり50分程度）

テーマ未定（教養的テーマについて講義）

テーマ未定

自社課題探究Ⅳ

2021年
2/13（土）

2021年
2/20（土）

東  京 大  阪

○「戦略と組織」：組織論・組織設計～講義＆ディスカッション
○「戦略と人事」：人的資源管理と人事制度設計について～講義＆ディスカッション
○「ケーススタディー」：１・２の講義で学んだ内容を基にケーススタディーを実施
○「日本企業における組織と人事」：日本企業の状況・組織特性を踏まえた総括

組織及び人事の企業経営における位置づけを理解し、組織設計、人事制度設計、組織風土改革などの
施策立案に環境要因、経営戦略・事業戦略などの要素をどう織り込んでいくのか?という点について
理論と実践の両面から学ぶ

元ＧＥクロトンビル・アジア・パシフィック
プログラム マネジャー　

講  師

ねらい

主な内容

テーマ 組織人事戦略Ⅱ
～グローバルリーダーシップ
企業の経営幹部として求められる「真のリーダーシップ」を発揮するための必須要件を習得、自己変容
のきっかけとする。戦略遂行と組織変革を加速するリーダーになるための行動指針を獲得する

オフィス１３４ 代表 細谷 功氏講  師

ねらい

主な内容

テーマ AI時代のイノベーション発想法

○知識から思考へ　○イノベーションとオペレーションの発想の違い　
○イノベーションのためのアナロジー思考とは？ ○アナロジー思考のビジネスへの応用例　
○アナロジー思考を用いたイノベーションアイデアの創出演習

AI時代にこそ求められる「自ら考える力」を習得する。イノベーション発想とオペレショーン発送の違いを
理解し、新しいビジネスへの応用のためのアナロジー思考を習得する

大阪校開催日 自社課題探究実施日

10/31（土）10/24（土）
東  京 大  阪

9:30～17：30

11/28（土）12/5（土）
東  京 大  阪

9:30～17：30

12/26（土）
東  京

9:30～17：30

13 14

藤原 崇

講  師 横浜市立大学 
理事・副学長 教授
中條 祐介氏

一橋大学 
大学院経営管理研究科 教授
野間 幹晴氏

慶應義塾大学 大学院政策メディア研究科 特任教授 
株式会社横田アソシエイツ 代表取締役
横田 浩一氏

講  師 横浜市立大学 
理事・副学長 教授
中條 祐介氏

一橋大学 
大学院経営管理研究科 教授
野間 幹晴氏

慶應義塾大学 大学院政策メディア研究科 特任教授 
株式会社横田アソシエイツ 代表取締役
横田 浩一氏

講  師 横浜市立大学 
理事・副学長 教授
中條 祐介氏

一橋大学 
大学院経営管理研究科 教授
野間 幹晴氏

慶應義塾大学 大学院政策メディア研究科 特任教授 
株式会社横田アソシエイツ 代表取締役
横田 浩一氏

田口 力氏

一橋大学CFO教育研究センター 
センター長 特任教授 伊藤 邦雄氏

○リーダーシップとは何か。なぜ必要なのか
○VUCA時代（複雑で曖昧な時代）を勝ち抜く組織の要件とリーダーシップ
○グローバルに活躍する経営幹部に共通する要素
○戦略を遂行し、成果をもたらすリーダーとは
○組織革新の先導者としての役割認識と展開
○混じり気のない本物のリーダーになるために基 本基 本 講 義

基 本基 本 講 義

実 践実 践 自社課題探究

目的

●自社の課題探究では、自社の経営課題の具体的解決策をまとめたレポートを作成
●レポートの作成にあたっては、経験豊富なメンターが指導・アドバイス（合計４回の個別指導を実施）
●メンター向け最終プレゼンテーション実施後、メンターからの講評を会社と受講生にフィードバック
●面談日以外でも、スクール会期内はメンターとのメール相談も可能

メンター制度による経営課題の深掘り（自社課題探究）

●受講生は、上場企業の部長、副部長、次長クラスが中心
●開講式・合宿（１泊２日、於大阪市内）・修了式は東西合同開催。交流を深めていただきます
●１９９８年に開講し、これまで累計９90名の方に参加いただきました

人的ネットワークの構築人的ネットワークの構築

●ケーススタディーによるグループワークを実施、
共通の課題について議論・意見交換し、経営戦略構想力・課題解決力を高めて
いただく、知的研鑽の場

●リベラルアーツ系講義も開催、高い視座と広い視野を養います

知的研鑽の場知的研鑽の場

日常の延長線上で捉えるだけではない、
高い視座・広い視野を養う

東京校 1/9（土）野間氏
大阪校 1/30（土）中條氏

大阪校
9/26（土）
野間氏

東京校
12/5（土）
野間氏

東京校
2/6（土）
野間氏

14 13

2021年
2/20（土）

2021年
2/6（土）

東  京 大  阪

9:30～17：30
13
・
14

（※）自社課題探究Ⅰ　　　　　講師 野間氏は１７：４５～２０：００（予定）大  阪

大  阪
2021年
1/9（土）
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OSAKATOKYO

■ご関心のある方は以下のフォームにご記入の上、EメールもしくはFAXでご送付願います。

●ご記入いただきました個人情報は、当社の「個人情報保護方針」及び「個人情報の取り扱いについて」
（https://www.murc.jp/corporate/privacy）に従って適切に取り扱います。
●ご記入いただきました個人情報は、本講座の連絡および、当社セミナー・サービス等のご案内のために利用させて頂きます。
また、利用目的の範囲内において、当社以外の第三者に個人情報の取り扱いを委託することがあります。
●ご記入内容について、内容確認のご連絡をさせて頂くことがあります。
●お預かりしている個人情報の開示、削除等のお申し出、その他お問い合せにつきましては、上記お問合せ先までご連絡ください。
●反社会的勢力と判明した場合には、本講座へのご参加をお断り致します。
●諸事情を考慮のうえ、本講座へのご参加をお断りさせて頂くことがあります。

貴社名

ご住所

ご担当者
氏　名

〒　　　　　ー

代表者
氏　名

所　属
役　職

業　種

三菱UFJ銀行
お取引支店 支店

電　話

F A X

（ 　 　 　 　 ）

（ 　 　 　 　 ）

2020年度「ビジネススクール」お問合せフォーム

■開催概要

対象者

定　員

参加費

上場企業（もしくはそれに準ずる企業）
の部長・副部長・次長クラス

東京校・大阪校 各校20名程度

902,000円（内消費税82,000円）
※教材費､合宿費、懇親会費、昼食代を含む

開催
期間

会 場

開講日　２０２０年８月２２日（土）
修了日　２０２１年２月２７日（土）
原則隔週土曜日　9:30～17:30
※一部別時間帯。詳細はスケジュール参照

東京校・大阪校
弊社セミナー室　
※東京校・大阪校間の振替受講も可能

会場・お問合せ先

■お申込み注意事項

■お問合せから、お申込までの流れ

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 人財開発事業部

〒105-8501
東京都港区虎ノ門5-11-2
オランダヒルズ森タワー24F
TEL ： 03-6733-1059
FAX ： 03-6733-1067
Eメール ： bizs@murc.jp
●東京メトロ日比谷線「神谷町駅」１番出口より徒歩２分

担当：伊藤・棚網東京校
〒530-8213
大阪市北区梅田2-5-25
ハービスOSAKAオフィスタワー19F
TEL ： 06-7637-1410
FAX ： 06-7637-1409
Eメール ： bizs-osk@murc.jp
●JR「大阪駅」桜橋口より徒歩約6分
●阪神「大阪梅田駅」西改札より徒歩約6分
●地下鉄四つ橋線「西梅田駅」北改札より徒歩約6分

担当：三好・古谷大阪校

【 振 替 受 講 】 各開催日にやむなく欠席される場合には、事前にお知らせ頂ければ、東京受講生が大阪会場で
参加したり、その逆での参加も可能です。

【  そ の  他  】講座運営に支障が生じると判断される場合には、ご参加をお断りする場合がございますので、
予めご了承ください。記載内容は2019年12月時点のものです。今後変更となる可能性がございます。
ご不明な点は下記お問合せ先までご照会ください。 

お問合せフォームを
EメールもしくはFAX

お問合せフォーム受付後
担当よりご連絡 お申込手続

■自社課題探究指導メンター

■2019年度参加企業実績

■派遣責任者の声

■受講生区分

■受講生の声

■自社課題探究　これまでの研究テーマ

ビジネススクールには部長クラスを中心に若手の次世代幹部候補を参加させ
ています。自らの課題を再認識する良い機会であり、グループワークを通じて参
加者の方と交流を深めることも出来ます。同じ研修を継続的に受講することで
社内に共通の考え方や認識が醸成できればと期待しています。（A社）

ビジネス環境が変化していく中、次世代リーダー育成は重要な課題であり、経営戦略
面での中核的存在となる人財育成が必要です。本スクールは、自社課題・戦略を具
体的に探究し、メンターのサポートを通じて高度なスキル向上に繋がると確信してい
ます。また、異業種交流をすることで多くのことを学べる場と考えてます。（B社）

異業種の受講者との自社課題探求は驚きの連続でした。様々なバックグラウン
ドと経験に基づくご指摘にはハッとさせられることが多く、刺激を受けると共に
貴重な学びを得られました。自分や自社の殻を破り、開かれた視点や視座を与え
てくれる本スクールは大変有益でした。受講生との交流は今後も続けていきた
いと考えております。（E社）

様々な業界から集まる受講生との討議やグループワーク、自社課題探究を通じ
て自社の置かれた環境や今後やるべき課題につき全体を俯瞰しながら見つめ
直す事が出来た。本スクールで学んだ考え方や手法、判断基準は、いわば経営
思考・判断の貴重な疑似体験であり、ビジネスで様々な判断が求められる際の
大きな指針となっている。（F社）

受講者が経営リーダーとしての視野を広げること、異業種交流ならではの気づ
きを得ることを目的として参加しています。他社のトップ人材と研鑽し合いなが
ら自社研究を深めていくため、非常にタフな内容ですが、受講者にとっては、あら
ためて自分らしいリーダーシップとは何かを見つめなおす貴重な機会となって
います。（C社）

当社では2004年度より毎年、経営幹部候補を複数名派遣し、経営戦略構築力
及び課題解決力向上の他、マネジメント能力を研鑽する機会としています。受講
生からは、議論を通じてOUTPUTを出すプロセスが勉強になった、研究を通じ
て様々な分析・アイデアを共有できた、異業種の新たな仲間と生涯にわたる絆
を築くことが出来た、等の感想を受けています。多くの受講生が経営層となり期
待通りの成果に繋がっています。（D社）

横浜市立大学 
理事・副学長 教授
中條 祐介氏

ミドルマネジメントとし
て経験を積まれた皆さ
んが、ミドルを超えた存
在となるためには、経営
知識を使える知恵へ展
開する作業が不可欠で
す。この作業が自社課
題探究でありメンター
としてサポートさせて
いただきます。

マネージャーからリー
ダーへ自己革新するた
め、社内外に公私を融
合したネットワークを構
築するため、自社ひいて
は日本企業の競争力に
磨きをかけるために、
深く広く議論しましょう。
ご一緒できることを楽し
みにしています。

自社の経営課題、戦略
を改めて考えること
で、日頃悩んでいたこ
とについて俯瞰的に捉
え、少し高い視座から
仕事をすることができ
るようになります。共に
議論し、いい答えを出
せたらと考えています。

略歴
一橋大学大学院博士後期課程単位修得退学後、横浜市立
大学専任講師、助教授、教授を経て、2014年4月より国際
総合科学部長。2019年4月より理事・副学長。この間、日本
会計研究学会理事、日本IR学会副会長、東証、財務会計基準
機構、総務省などで制度設計にかかわる一方、公認会計士
試験、日本証券アナリスト検定試験の試験委員を歴任。著書
に『連結会計とグループ経営』、『会計学の手法』（ともに中央
経済社）など。

一橋大学
大学院 経営管理研究科 教授
野間 幹晴氏

略歴
一橋大学商学研究科博士後期課程修了、博士（商学）取得。横浜市
立大学商学部を経て、2004年より一橋大学国際企業戦略研究科
助教授、2007年より同准教授、2018年より一橋大学大学院経営
管理研究科准教授、2019年より現職。2010年から11年まで
コロンビア大学ビジネススクールフルブライト研究員。バンダイ
ナムコホールディングス社外取締役、すてきナイスグループ社外
監査役。著書に『コーポレート・ファイナンス入門』（共著、共立出版）、
『日本企業のバリュエーション』（共著、中央経済社）など多数。

慶應義塾大学 大学院政策メディア研究科 特任教授 
株式会社横田アソシエイツ 代表取締役
横田 浩一氏

略歴
早稲田大学卒業、日本経済新聞社を経て2011年より横田アソシエ
イツ代表取締役。2015年より慶應義塾大学特任教授。岩手県釜石市
アドバイザー企業のブランディング、マーケティング、イノベーション、
ＨＲＭ分野などのコンサルティングや社員教育と共に、SDGsや地方
創生に携わる。共著に『デジタル・ワークシフト～マーケティングを
変えるキーワード30』『明日はビジョンで拓かれる：長期経営計画と
マーケティング』『愛される会社の作り方』『ソーシャル・インパクト～
ＣＳＶ（価値共有）が企業・ビジネス・働き方を変える』など多数。

M&Aによる事業拡大（その方法と組織運営について）
有効な経営目標としての「中期経営計画のあり方」について

コーポレートブランド向上の施策
販売チャネルの脆弱性を踏まえた今後の方向性の検討

企業価値を向上させる人材育成について
新規事業開発に向けたグループ組織戦略とイノベーションの創出

製造業

サービス業
製造業

サービス業

サービス業

製造業

■自社課題探究の流れ

自社課題探究　仮テーマを
グループ内で発表し、検討
※初回はグループ内発表、
2回目以降はグループ発表と
個人発表を選択

自社課題探究　
メンターとの面談
※おひとり様50分程度

自社課題探究　
メンター向け最終
プレゼンテーション

自社課題探究　
自社内発表実施
3月末日まで

■自社内発表実施
 「報告書」を事務局に提出
■ メンター講評を
フィードバック

経営戦略

マーケティング戦略

組織・人事戦略

1回 2～3回 4回 ～３月末 ～4月末

分　野 業　種 研究テーマ

参加者層別 年齢別業種別 情報通信・サービス  5%

商社
18%

運輸業
12%

金融
18%

電気・機械
21%

その他  4%

化学・繊維
15%

その他  4%

次長・課長
39%

副部長・室長
6%

役員・部長
51%

52歳以上
14%

48歳～51歳
38%

44歳～47歳
31%

40歳～43歳
14%

40歳未満  3%

（出所）過去3年間の
　　　実績より当社作成

建設・不動産  7%

岩谷産業（株）、岩崎通信機（株）、SGホールディングス（株）、京都機械工具（株）、近鉄グループホールディングス（株）、（株）クラレ、サンワテクノス（株）、積水ハウス（株）、
双日（株）、象印マホービン（株）、（株）髙島屋、帝人フロンティア（株）、東京海上日動火災保険（株）、東洋電機製造（株）、戸田建設（株）、阪急阪神ホールディングス（株）、
日立造船（株）、丸全昭和運輸（株）、三菱UFJニコス（株）、（株）三菱UFJ銀行、（株）メタルワン、ユニチカ（株）

BUSINESS SCHOOL
2020

実 践実 践 自社課題探究

A 案



OSAKATOKYO

■ご関心のある方は以下のフォームにご記入の上、EメールもしくはFAXでご送付願います。

●ご記入いただきました個人情報は、当社の「個人情報保護方針」及び「個人情報の取り扱いについて」
　（https://www.murc.jp/corporate/privacy）に従って適切に取り扱います。
●ご記入いただきました個人情報は、本講座の連絡および、当社セミナー・サービス等のご案内のために利用させて頂きます。
　また、利用目的の範囲内において、当社以外の第三者に個人情報の取り扱いを委託することがあります。
●ご記入内容について、内容確認のご連絡をさせて頂くことがあります。
●お預かりしている個人情報の開示、削除等のお申し出、その他お問い合せにつきましては、上記お問合せ先までご連絡ください。
●反社会的勢力と判明した場合には、本講座へのご参加をお断り致します。
●諸事情を考慮のうえ、本講座へのご参加をお断りさせて頂くことがあります。

貴社名

ご住所

ご担当者
氏　名

〒 ー

代表者
氏　名

所　属
役　職

業　種

三菱UFJ銀行
お取引支店 支店

電　話

F A X

（ ）

（ ）

2020年度「ビジネススクール」お問合せフォーム

■開催概要

対象者

定　員

参加費

上場企業（もしくはそれに準ずる企業）
の部長・副部長・次長クラス

東京校・大阪校 各校20名程度

902,000円（内消費税82,000円）
※教材費､合宿費、懇親会費、昼食代を含む

開催
期間

会 場

開講日　２０２０年８月２２日（土）
修了日　２０２１年２月２７日（土）
原則隔週土曜日　9:30～17:30
※一部別時間帯。詳細はスケジュール参照

東京校・大阪校
弊社セミナー室　
※東京校・大阪校間の振替受講も可能

会場・お問合せ先

■お申込み注意事項

■お問合せから、お申込までの流れ

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 人財開発事業部

〒105-8501
東京都港区虎ノ門5-11-2
オランダヒルズ森タワー24F
TEL ： 03-6733-1059
FAX ： 03-6733-1067
Eメール ： bizs@murc.jp
●東京メトロ日比谷線「神谷町駅」１番出口より徒歩２分

担当：伊藤・棚網東京校
〒530-8213
大阪市北区梅田2-5-25
ハービスOSAKAオフィスタワー19F
TEL ： 06-7637-1410
FAX ： 06-7637-1409
Eメール ： bizs-osk@murc.jp
●JR「大阪駅」桜橋口より徒歩約6分
●阪神「大阪梅田駅」西改札より徒歩約6分
●地下鉄四つ橋線「西梅田駅」北改札より徒歩約6分
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参加したり、その逆での参加も可能です。

【  そ  の  他  】 講座運営に支障が生じると判断される場合には、ご参加をお断りする場合がございますので、
予めご了承ください。記載内容は2019年12月時点のものです。今後変更となる可能性がございます。
ご不明な点は下記お問合せ先までご照会ください。 

お問合せフォームを
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担当よりご連絡 お申込手続
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ためて自分らしいリーダーシップとは何かを見つめなおす貴重な機会となって
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及び課題解決力向上の他、マネジメント能力を研鑽する機会としています。受講
生からは、議論を通じてOUTPUTを出すプロセスが勉強になった、研究を通じ
て様々な分析・アイデアを共有できた、異業種の新たな仲間と生涯にわたる絆
を築くことが出来た、等の感想を受けています。多くの受講生が経営層となり期
待通りの成果に繋がっています。（D社）

横浜市立大学 
理事・副学長 教授
中條 祐介氏
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略歴
一橋大学大学院博士後期課程単位修得退学後、横浜市立
大学専任講師、助教授、教授を経て、2014年4月より国際
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機構、総務省などで制度設計にかかわる一方、公認会計士
試験、日本証券アナリスト検定試験の試験委員を歴任。著書
に『連結会計とグループ経営』、『会計学の手法』（ともに中央
経済社）など。

一橋大学
大学院 経営管理研究科 教授
野間 幹晴氏

略歴
一橋大学商学研究科博士後期課程修了、博士（商学）取得。横浜市
立大学商学部を経て、2004年より一橋大学国際企業戦略研究科
助教授、2007年より同准教授、2018年より一橋大学大学院経営
管理研究科准教授、2019年より現職。2010年から11年まで
コロンビア大学ビジネススクールフルブライト研究員。バンダイ
ナムコホールディングス社外取締役、すてきナイスグループ社外
監査役。著書に『コーポレート・ファイナンス入門』（共著、共立出版）、
『日本企業のバリュエーション』（共著、中央経済社）など多数。

慶應義塾大学 大学院政策メディア研究科 特任教授 
株式会社横田アソシエイツ 代表取締役
横田 浩一氏

略歴
早稲田大学卒業、日本経済新聞社を経て2011年より横田アソシエ
イツ代表取締役。2015年より慶應義塾大学特任教授。岩手県釜石市
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ＨＲＭ分野などのコンサルティングや社員教育と共に、SDGsや地方
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マーケティング』『愛される会社の作り方』『ソーシャル・インパクト～
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日立造船（株）、丸全昭和運輸（株）、三菱UFJニコス（株）、（株）三菱UFJ銀行、（株）メタルワン、ユニチカ（株）
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